
いと思いますので、ここでご紹介します。｢番数も取
り進みましたるところ、かたや白鵬、白鵬。こなた
勢、勢。この相撲一番にて本日の打ち止め｣と言って
おります。千秋楽は最後のところが、｢この相撲一番
にて千秋楽にござりまする｣となります。
稀勢の里の休場は残念ですが、来場所は名古屋で
頑張ってくれることを期待したいと思います。

□幹事報告 神保 誠幹事
⑴チャリティコンペに参加された方へ、名古屋南Ｒ
Ｃ近藤雅夫君からのホールインワン記念品をお
配りしています。受付で忘れずお受け取り下さい｡
⑵大西哲郎君が６月末で退会されることになりまし
た。退会式は６月21日㈬最終夜間例会で行います｡
⑶筧正紀会員のご尊父様が５月17日にご逝去され
ました。ご葬儀は近親者のみで執り行われまし
た。また、岩井孝真会員のご母堂様が５月19日に
ご逝去され、会長、推薦者の川村勝廣君、幹事・神
保が参列し、クラブから弔電、ご供花を送らせて
頂きました。両会員共に、会員各位への通知は後
日とのご意向により、本日の報告と致しました。
⑷次週５月31日㈬、第11回理事会を開催します。関
係各位はご出席下さい。欠席される場合は、委任
状をご提出下さい。また、６月14日㈬例会後、現
次期合同クラブアセンブリー及び第12回現次期合
同理事会を開催します。関係各位はご予定下さい｡
⑸６月７日㈬は第３回次期理事会です。関係各位は
ご出席下さい。欠席の場合は委任状をご提出下さい｡

藤井圓隆会長

本日は時事通信社の宗澤様と
同行者お２人にお越し頂いてお
ります。宜しくお願いします。
さて、大相撲夏場所は、稀勢の

里の休場が決定しましたが、本日から終盤戦で大変
な盛り上がりです。私が応援している伊勢ノ海部屋
の勢も現在７勝４敗で、勝ち越し目前です。
相撲は、平安時代に起源があり、その後、寺社仏

閣の造営や修復のお金を集めるために、勧進相撲が
たびたび催されてきました。
昔は横綱は地位ではなく、大関が最高位でした｡

横綱というのはもともと、綱を締めて土俵入りする
資格・免許のことで、最初にそれを与えられたのは、
寛政元年（1789年）、徳川11代将軍・家斉の時代の
谷風と小野川です。ところが、勧進元をしていた吉
田司家が、谷風の前に、実体の明らかでない３人の
横綱を加えました。それが、明石、綾川、丸山です｡
稀勢の里は72代の横綱ですが、その３人を除けば、
本当は69代の横綱ということになります。
その後、明治42年に旧・両国国技館が出来た時、

正式に横綱が大関の上の地位と決められました。で
すから、横綱の歴史は比較的新しいということです｡
結びの一番で立行司が結びの口上をしますが、非
常に聞き取りにくく、はっきり知っている方は少な

□司会 村端達也 会場運営委員
□ロータリーソング ｢Ｒ－Ｏ－Ｔ－Ａ－Ｒ－Ｙ｣
□ ゲスト紹介
時事通信社
本社 業務局総務（海外事業統括） 宗澤 寛様
名古屋支社業務部 グループリーダー前田知宏様 松田莉奈様

□ 出席報告 会員総数80名(免除者14名)
義務者出席54名 免除者出席９名 総数63名
出席率84.00％ ５月10日分修正出席率100％

会長あいさつ
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外部卓話例会
交流の中で感じた、普通の中国人の素顔。

第1216回例会
（洋 食）

◇第1217回５月31日㈬通常例会（カレー）
新入会員卓話 村端達也君
【例会後】第11回理事会

◇第1218回６月７日㈬通常例会（立食）
誕生日・結婚記念日祝福
【例会後】第３回次期理事会

＜ 例会開催予定 ＞

５月は青少年奉仕月間です



□地区活動報告 神野重行ガバナーエレクト
あと１ヶ月余りで、いよいよ私

のガバナー年度がスタートします｡
次年度の地区方針は｢今日からの
ロータリーを楽しもう！｣です。た
だ、ここで言うロータリーの楽し
さは、例会の集いの楽しさだけで
はなく、その楽しさから出てくる

ロータリーの奉仕活動の楽しさです。是非、我がク
ラブの皆様もご協力をお願いします。
小室年度に向けて、クラブの戦略委員会の準備

もして頂いており、クラブ細則の見直しや奉仕活動
の点検も進めて頂いております。私どもの奉仕活動
は、私たち自身が行動してこそ価値があります。６
月10日㈯には中川運河のコスモスプロジェクトが
あり、７月には恒例の名駅薪能があります。是非積
極的に参画し、行動し、｢今日からのロータリーを
楽しもう！｣を実践して頂きたいと思います。
私は来月アトランタへ行ってきます。帰ったらま
たご報告出来ると思いますので宜しくお願いします｡

□第２回新入会員を囲むアセンブリーのご案内
会員組織委員会 伊藤清志副委員長
第２回新入会員を囲むアセンブリーを６月14日
㈬18時から名鉄グランドホテル18階で行います｡
今年度は新入会員が14名、うち引き継ぎが10名で
純増４名です。皆さんに感謝申し上げます。25名に
案内を送りましたので、ご参加をお願いします。

◇紹介 小野沢 透会場運営副委員長
宗澤様は1959年岡山県倉敷市出身。時事通信社
に入社し、2006年上海支局、2008年上海支局長の
後、松山支局長、名古屋支社次長を経て現職です。
また、時事通信社の外郭団体｢内外情勢調査会｣の
６月21日㈬の例会に、名駅ＲＣの会員をご招待頂
きました。講師は写真家の篠山紀信さんです。皆さ
ん是非ご参加下さい。では、宗澤様、お願いします｡

｢素顔の中国人｣

時事通信社
本社業務局総務（海外事業統括）

宗澤 寛様

私は上海支局に2006年～2009
年の３年間おりました。その頃は

中国が急速に経済発展し、農村部や内陸部から多
くの人が都市部に集まってきている時期でした。
当時は非常にギスギスしていて、街角で殴り合い
の喧嘩がよくあったのですが、昨年末に久しぶりに
上海に行くと、皆少し穏やかになっている感じがし
ました。やはり私がいた10年前より平均賃金が３倍
になり、経済が発展しているんだなと感じました。
私がいた上海は、色々な国からスパイのような人
が沢山来ていて、公安は非常に厳しく監視していま
した。私にも定期的に、公安の手先と思われる人が

話し掛けてきました。一方で大陸らしい大ざっぱな
面もあり、私どもを監視している公安のトップが
時々来ては、一緒に食事をしたり、飲んだりしまし
た。私の送別会にも来てくれ、二次会ではＣＨＡＧＥ
＆ＡＳＫＡの｢ＳＡＹ ＹＥＳ｣を歌っていました。
中国は大変競争が厳しい社会です。それは歴史的
なものだと思います。上海支局のスタッフがよく、
｢宗澤さん、中国は勝ってきた者だけが生き残った
世界です。この生存競争の激しさは、日本人には分
からないと思います｣と言っていました。共産党の
幹部でも、政治闘争に負けると罪を着せられ、命ま
で落とす世界です。ですから、身内や仲間を大切に
し、お互いに守り合います。仲間内以外は、同じ中
国人であっても敵です。ただ、一度信頼されると、
中国人であろうが日本人であろうが、非常に固い絆
を結びます。私は中国から帰ってきて８年経ちます
が、当時知り合った人とは益々絆が深まっています｡
私は上海にいた時、１日に誰でもいいから１人、

中国の人としゃべり倒すことを日課にし、中国の全
省出身者を制覇しました。そこで感じた中国人の
性格は、基本的に個人主義です。皆やりたいように
やっています。とても社会主義国とは思えない自由
さで、何でもありの世界という印象です。
気質としては、強いリーダーについていきます｡
一方で、もっと強いリーダーが現れれば、簡単にそ
ちらに移るという、非常に合理的な面があります｡
それも生存競争の厳しさのためだと思います。
中国ではスピード重視です。やってみて、失敗し
たら別の仕方をすればいい、という考え方です。中
国人から見れば、日本人は決断が遅いと言われます｡
中国人は、日本人が考えている以上に日本のこと
を知っています。日本の演歌もよく歌われています｡
日本の映画やドラマを見て来日する人も多く、｢東
京ラブストーリー｣は20年以上経っても人気です。
中国は国家的には非常に厳しい国ですが、一方で
一般の中国人はやはり普通の人たちで、心情的には
やさしい人も多いというのが私の率直な印象です｡

◇謝辞 藤井圓隆会長
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ニコボックス
○ご芳志。 （時事通信社 宗澤 寛様）
○時事通信社の宗澤様、ようこそいらっしゃいました。ご講
演楽しみにしております。 （藤井圓隆君）

○本日お越しの時事通信社の宗澤様、卓話楽しみにしていま
す。 （神保 誠君）

○①昨日、古希を迎えました。ゴルフはまだゴールドティー
にはいきません。②時事通信社の宗澤様の卓話を楽しみ
にしています。 （神野重行君）

○先日は母の葬儀に際して、心温まるご配慮を頂き、ありが
とうございました。ロータリーの精神に感謝致します。

（岩井孝真君）
○時事通信社の宗澤様、卓話を引き受けて頂き、ありがとう
ございます。また、６月の内外情勢調査会の例会へ名駅Ｒ
Ｃ会員をご招待頂けるとのことで、重ねてお礼申し上げま
す。卓話楽しみにしています。 （小野沢透君）

○藤井年度もあと１ヶ月となりました。ニコボックスに協力
しましょう。 （川村勝廣君）

○上田君、ありがとうございました。 （日比野三吉彦君）
また、結婚記念日の方２名、コーヒー代として３名、その
他１名よりご協力頂きました。

外部卓話


